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Yoshida K, Ohya Y, Matsubara Y, Kaname T.Whole genome sequencing resolved a whole exome negative patient with congenital ichthyosis and severe 
atopic dermatitis.　 ⽇本⼈類遺伝学会第67回⼤会　 横浜　2022年12⽉17⽇
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2022年6⽉10⽇-12⽇
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国内学会発表 82 ⿊⽥ 浩平、⼩森 翼，市川 浩平、杉⽥ 丈夫、松崎 有修、平井 ⿇紀、⼟⾄⽥ 宏、太⽥ 俊彦　当院における⾓膜移植術と眼内レンズ強膜固定術併施例の術後成績に関する検討　
第78回静岡県眼科医会集談会　静岡　2022年1⽉15⽇

国内学会発表 83 ⼟⾄⽥ 宏、朝岡 聖⼦、⼤⾕ 洋揮、市川 浩平、松崎 有修、杉⽥ 丈夫、平井 ⿇紀、太⽥ 俊彦　⼿術を要した⾓膜潰瘍重症例と⾮⼿術例との⽐較検討　第45回⽇本眼科⼿術学
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国内学会発表 103 ⽯原 俊太郎、⽣⽟ 梨紗、⻑⾕川 敏男　紫外線照射で⽪疹が誘発された多形⽇光疹の1例　第302回⽇本⽪膚科学会東海地⽅会　WEB　2022年12⽉11⽇

国内学会発表 104 丸⼭ 紗貴⼦、⽣⽟ 梨紗、⾦ 宗訓、河井 正晶、⻑⾕川 敏男　ミノサイクリン塩酸塩が有効であった融合性細網状乳頭腫症の1例　第302回⽇本⽪膚科学会東海地⽅会　WEB　
2022年12⽉11⽇

国内学会発表 105
Wada H, Miyauchi K, Suwa S, Miyazaki S, Hayashi H, Tanaka R, Nojiri S, Tadashi M, Sumiyoshi M, Nakazato Y, Urabe T, Hattori N, Minamino T, Daida 
H. Impact of Atrial Fibrillation Type (Paroxysmal vs. Non-paroxysmal) on Long-term Clinical Outcomes: The RAFFINE Registry Subanalysis.　第86回⽇本
循環器学会　WEB　2022年3⽉11-13⽇

国内学会発表 106 ⼩⽥ 遼⾺、⼤⽯ 淳実、上川 祐輝、中村 優、設樂 準、髙野 信太郎、和⽥ 英樹、塩澤 知之、荻⽥ 学、諏訪 哲、梶本 完　亜急性⼼筋梗塞加療中に突如出現した左室内巨⼤⾎
栓に対して内視鏡下⾎栓除去術を施⾏した1例　第159回⽇本循環器学会東海地⽅会　三重　2022年6⽉4⽇

国内学会発表 107 ⽯川 剛、和⽥ 英樹、藤⽥ 航、中村 優、真優スレーシュワル、設楽 準、⾼野 信太郎、塩澤 知之、荻⽥ 学、諏訪哲　うっ⾎性⼼不全が疑われ加療を⾏うも卵巣腫瘍摘出後に改善した
Meigs症候群の⼀例　⽇本内科学会第247回東海地⽅会　WEB　2022年6⽉26⽇

国内学会発表 108 藤⽥ 航、和⽥ 英樹、阿部 圭希、真 優スレーシュワル、中村 優、設樂 準、髙野 信太郎、塩澤 知之、荻⽥ 学、諏訪 哲、梶本 完　可動性⼸部⼤動脈内⾎栓症の 1例　⽇本循環器
学会第160回東海・第145回北陸合同地⽅会　⾦沢　2022年10⽉15-16⽇



国内学会発表 109 須藤 路⼦、東根 明⼈、伊藤 憲治、桐野 衛⼆　運動が幼児の⾔語能⼒の発達に与える効果　第77回⽇本体⼒医学会⼤会　WEB　2022年9⽉21-23⽇

国内学会発表 110 野村 慧、⽯川 ⼤、永原 章仁　潰瘍性⼤腸炎に対する抗菌剤併⽤便移植療法の治療効果に関わる要因の検討　第108回⽇本消化器病学会総会　新宿　2022年4⽉21⽇

国内学会発表 111 嶋⽥ 裕慈、厳 理華、⻘沼 勇⽃、有井 新、北 祐次、池⽥ 裕⾄、野村 慧、佐藤 祥、村⽥ 礼⼈、佐藤 俊輔、永原 章仁、⽞⽥ 拓哉　DAPTに⽤いるP2Y12受容体拮抗薬の違いに
よる胃粘膜傷害の違い　クロピドグレルvsプラスグレル　JDDW2022（第30回⽇本消化器関連学会週間）　福岡国際センター　2022年10⽉27-30⽇

国内学会発表 112 嶋⽥ 裕慈、厳 理華、⻘沼 勇⽃、有井 新、北 祐次、池⽥ 裕⾄、野村 慧、佐藤 祥、村⽥ 礼⼈、佐藤 俊輔、永原 章仁、⽞⽥ 拓哉　アスピリン内服者におけるHelicobacter pylori
感染と胃粘膜傷害度との関係　第28回⽇本ヘリコバクター学会学術集会、兵庫、2022年6⽉24〜26⽇

国内学会発表 113 秡川 真由⼦、澁⾕ 智義、⿊澤 太郎、伊藤 顕太郎、野村 慧、芳賀 慶⼀、野村 収、福嶋 浩⽂、村上 敬、⽯川 ⼤、⼋尾 隆史、永原 章仁　コレスチミドが著効した潰瘍性⼤腸炎に
併発したCollagenous Colitisの1例　第103回⽇本消化器内視鏡学会総会　京都　2022年5⽉14⽇

国内学会発表 114 丸⼭ 貴史、野村 慧、⽯川 ⼤、澁⾕ 智義、永原 章仁　炎症性腸疾患の診断・治療における内視鏡の役割　抗菌薬併⽤便移植療法におけるSum of Mayo endoscopic subscore
の有⽤性の検討　第114回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会　東京　2022年6⽉12⽇

国内学会発表 115 有井 新、村⽥ 礼⼈、厳 理華、寺井 雄⼀郎、池⽥ 裕⾄、野村 慧、佐藤 祥、佐藤 俊輔、⽞⽥ 拓哉　核酸アナログの再活性化予防投与にもかかわらずリツキシマブ投与後早期に致死
的なHBV再活性化を来した1例　第44回⽇本肝臓学会東部会　宮城　2022年11⽉25-26⽇

国内学会発表 116 佐藤 俊輔　当科における肝硬変合併⾨脈⾎栓症の現状と治療成績　第44回⽇本肝臓学会東部会　宮城　2022年11⽉25⽇

国内学会発表 117 野村 収、澁⾕ 智義、伊藤 顕太郎、祓川 真由⼦、野村 慧、芳賀 慶⼀、⽯川 ⼤、永原 章仁　活動期潰瘍性⼤腸炎及び関連⽪膚疾患に対する⾎球成分除去療法の検討　第108
回⽇本消化器病学会総会　東京　2022年4⽉21-23⽇

国内学会発表 118 村上 敬、池⽥ 裕⾄、伊藤 顕太郎、野村 慧、⿊澤 太郎、⾕⽥⾙ 昂、芳賀 慶⼀、⾚澤 陽⼀、福嶋 浩⽂、上⼭ 浩也、澁⾕ 智義、坂本 直⼈、永原 章仁　⼤腸ESD後潰瘍に対す
るクリップ縫縮の術後偶発症予防効果の検討　第18回⽇本消化管学会　東京　2022年2⽉11-12⽇

国内学会発表 119 上村 泰⼦、芳賀 慶⼀、村上 敬、伊藤 顕太郎、秡川 真由⼦、野村 慧、野村 収、藤澤 聡郎、⽯川 ⼤、内⼭ 明、澁⾕ 智義、北條 ⿇理⼦、伊佐⼭ 浩通、池嶋 健⼀、永原 章仁　
腸重積症および腸管穿孔をきたしたTrisomy8陽性⾻髄異形成症候群合併腸管ベーチェット病の1例　第370回⽇本消化器病学会　東京　2022年7⽉16⽇

国内学会発表 120 芳賀 慶⼀、澁⾕ 智義、伊藤 顕太郎、秡川 真由⼦、野村 慧、野村 収、⽯川 ⼤、永原 章仁　潰瘍性⼤腸炎に対するVedolizumabの治療効果予測因⼦の検討　JDDW2022
（第30回⽇本消化器関連学会週間）　福岡国際センター　2022年10⽉27-30⽇

国内学会発表 121 ⼩⽥倉 ⾥奈、澁⾕ 智義、秡川 真由⼦、伊藤 顕太郎、野村 慧、芳賀 慶⼀、野村 収、福嶋 浩⽂、村上 敬、⽯川 ⼤、永原 章仁　潰瘍性⼤腸炎に対するベドリズマブとウステキヌマブ
の治療効果の⽐較検討　JDDW2022（第30回⽇本消化器関連学会週間）　福岡国際センター　2022年10⽉27-30⽇

国内学会発表 122 芳賀 慶⼀、澁⾕ 智義、⻑⽥ 太郎、福⽣ 有華、浅岡 ⼤介、⼭⽥ 俊夫、⼩林 修、佐藤 俊輔、伊藤 顕太郎、野村 慧、秡川 真由⼦、野村 収、⽯川 ⼤、永原 章仁　潰瘍性⼤腸炎
に対するベドリズマブの⻑期有効性と評価ポイントの検討　第108回⽇本消化器病学会総会　東京　2022年4⽉21-23⽇

国内学会発表 123 野村 収、澁⾕ 智義、伊藤 顕太郎、野村 慧、秡川 真由⼦、芳賀 慶⼀、⽯川 ⼤、永原 章仁　当院における潰瘍性⼤腸炎に対する⾎球成分除去療法の検討　第18回⽇本消化管
学会　東京　2022年2⽉11-12⽇

国内学会発表 124 伊藤 顕太郎、北條 ⿇理⼦、野村 慧、澁⾕ 智義、永原 章仁　カプセル内視鏡を⽤いた消化管運動機能評価　第114回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会　東京　2022年6⽉
12⽇

国内学会発表 125 厳 理華、佐藤 祥、寺井 雄⼀郎、有井 新、池⽥ 裕⾄、野村 慧、村⽥ 礼⼈、佐藤 俊輔、⽞⽥ 拓哉　難治性の意識障害で発症した⾮硬変肝に合併した肝内多発⾨脈静脈短絡路
の1例　第44回⽇本肝臓学会東部会　宮城　2022年11⽉25-26⽇

国内学会発表 126 佐藤 俊輔、厳 理華、有井 新、池⽥ 裕⾄、野村 慧、佐藤 祥、村⽥ 礼⼈、嶋⽥ 裕慈、⽞⽥ 拓哉　難治性腹⽔・胸⽔の治療　肝性腹⽔に対するトルバプタンの効果・予後予測因⼦に
関する検討　第30回⽇本⾨脈圧亢進症学会総会　⼤阪　2022年9⽉8-9⽇

国内学会発表 127 ⽯野 博崇、野村 慧、蔡 岳泰、⾼⾺ 將郎、丸⼭ 貴史、⾚澤 陽⼀、深⽥ 浩⼤、⽯川 ⼤、藤澤 聡郎、内⼭ 明、今 ⼀義、⼭科 俊平、伊佐⼭ 浩通、池嶋 健⼀、椎名 秀⼀朗、永原 
章仁　病理解剖で診断された原発性腹膜癌の⼀例　第369回⽇本消化器病学会　東京　2022年6⽉2⽇

国内学会発表 128 寺井 雄⼀朗、野村 慧、厳 理華、有井 新、池⽥ 裕⾄、佐藤 祥、村⽥ 礼⼈、佐藤 俊輔、嶋⽥ 裕慈、⽞⽥ 拓哉　本態性⾎⼩板⾎症に併発した虚⾎性⼩腸炎の⼀例　第65回⽇本
消化器内視鏡学会東海⽀部例会　静岡　2022年12⽉3⽇

国内学会発表 129 ⽥中 ⾥美、菅原 茉祐、城⼾ 優花、笠原 太郎、秋葉 純也、保⽥ 歩、村瀬 佳⼦、⽮⽥ 昌太郎、⾦⽥ 容秀、⽥中 利隆　当院における⼦宮頸部円錐切除術後の周産期予後　第58
回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会　横浜　2022年7⽉10-12⽇

国内学会発表 130 秋葉 純也、⽥中 利隆、菅原 茉佑、城⼾ 優花、笠原 太郎、保⽥ 歩、村瀬 佳⼦、⽮⽥ 昌太郎、⽥中 ⾥美、⾦⽥ 容秀　⾃然流産後の⼦宮動静脈奇形に対して動脈塞栓術 を⾏っ
た1例　第32回⽇本産婦⼈科・新⽣児⾎液学会　東京　2022年6⽉3-4⽇



国内学会発表 131 Kato M, Tanaka S, Yasuda A, Segawa M, Makino Y, Ito S, Ishida Y, Murase Y, Yata S, Kaneda H, Tanaka T, Itakura A. Magnetic resonance imaging is 
useful for evaluating the bleeding risk of placenta previa accurately.　第74回⽇本産科婦⼈科学会学術講演会　福岡　2022年8⽉5-7⽇

国内学会発表 132 Yasuda A, Tanaka S, Sugawara M, Kido Y, Kasahara T, Akiba J, Murase Y, Yata S, Kaneda H, Tanaka T. A case of uterine rupture that was successfully 
resuscitation after 30 minutes of cardiac arrest with effective CPR.　第74回⽇本産科婦⼈科学会学術講演会　福岡　2022年8⽉5-7⽇

国内学会発表 133 ⽥嶋 俊彬、菅原 茉佑、城⼾ 優花、笠原 太郎、秋葉 純也、保⽥ 歩、村瀬 佳⼦、⽮⽥ 昌太郎、⽥中 ⾥美、⾦⽥ 容秀、⽥中 利隆　低置胎盤における分娩時出⾎量の予測因⼦に
ついて　第143回関東連合産科婦⼈科学会学術集会　東京　2022年6⽉18-19⽇

国内学会発表 134 ⽥嶋 俊彬、⽥中 ⾥美、伊地知 航司、平井 みつ⼦、九⻤ 紗葵、笠原 太郎、保⽥ 歩、精 きぐな、⽮⽥ 昌太郎、⾦⽥ 容秀、⽥中 利隆　当院で管理した卵巣過剰刺激症候群20症
例の検討　 令和4年度静岡産婦⼈科学会秋季学術集会　三島　2022年11⽉27⽇

国内学会発表 135 伊地知 航司、精 きぐな、⽥嶋 俊彬、平井 みつ⼦、九⻤ 紗葵、笠原 太郎、保⽥ 歩、⽮⽥ 昌太郎、⽥中 ⾥美、⾦⽥ 容秀、⽥中 利隆　死戦期帝王切開の⼀例から多部署連携によ
る⺟児救命のあり⽅を考える　令和4年度静岡産婦⼈科学会秋季学術集会　三島　2022年11⽉27⽇

国内学会発表 136 ⽥中 ⾥美　超⾳波でわかる胎児期の腹部外科疾患　第48回東部周産期研究会　静岡　2022年7⽉14⽇

国内学会発表 137 平井 みつ⼦、⽥中利隆　妊婦の⾎糖管理　第49回東部周産期研究会　静岡　2022年12⽉22⽇

国内学会発表 138 菅原 茉佑、⽥中 利隆　産科からみた周産期感染症　第47回東部周産期研究会　静岡　2022年2⽉24⽇

国内学会発表 139 伊地知 航司、⽥中 利隆、⽥嶋 俊彬、平井 みつ⼦、⽔上 奈津⼦、笠原 太郎、保⽥ 歩、精 きぐな、⽮⽥ 昌太郎、⽥中 ⾥美、⾦⽥ 容秀　癒着胎盤に対して保存的療法を⾏った⼀
例　令和4年度静岡産婦⼈科学会春季学術集会　静岡　2022年5⽉21⽇

国内学会発表 140 射場 敏明　敗⾎症治療を⽬的として開発されている⾎液浄化カラムの紹介　第33回⽇本急性⾎液浄化学会学術集会　岐⾩　2022年10⽉8⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 柳川 洋⼀　静岡県東部ドクターヘリの活動分析　御殿場市医師会・御殿場⼩⼭MC協議会、合同研修　2022年11⽉25⽇

特別講演・
招待講演 2 ⽯川 浩平　ドクターヘリからのメッセージ　メディメッセージ　キラメッセ沼津　2022年11⽉26⽇

特別講演・
招待講演 3 ⽯川 浩平 病院前活動におけるスマートグラスの活⽤ Made in Mt. Fuji ふじのくに医療・介護福祉機器展 -富⼠⼭麓産学官⾦連携フォーラム2022- プラザヴェルデ 2022年12⽉2

⽇
特別講演・
招待講演 4 最上 敦彦　守.破.離-上腕⾻近位端⾻折治療の極意-　第48回⽇本⾻折治療学会学術集会、ヌーンタイムレクチャー　神奈川　2022年6⽉25⽇

特別講演・
招待講演 5 最上 敦彦　上肢⾻折の髄内釘治療-Smart nailing–　第95回⽇本整形外科学会学術総会、教育研修講演　兵庫　2022年5⽉19⽇

特別講演・
招待講演 6 最上 敦彦　四肢再建に必要な⾻接合の知識〜プレート固定と髄内釘の基本〜髄内釘編　第35回⽇本重度四肢再建･創外固定学会学術集会、教育研修講演　奈良　2022年3⽉

11⽇
特別講演・
招待講演 7 神⽥ 章男　⾎友病患者に対する整形外科的アプローチ〜⾎液内科医とのコラボレーション〜　中外製薬社内勉強会　2022年7⽉6⽇

特別講演・
招待講演 8 神⽥ 章男　膝関節脱⾅・膝蓋⾻脱⾅　⽇本⾻折治療学会 アドバンスコース　神⼾ 2022年9⽉18⽇

特別講演・
招待講演 9 神⽥ 章男　偏⼼性寛⾻⾅回転⾻切り術 ⼤腿⾻頭回転⾻切り術　第18回JA静岡厚⽣連リハビリテーション中伊⾖温泉病院理学療法科研修会　2022年11⽉９⽇

特別講演・
招待講演 10 神⽥ 章男　⾎友病患者における関節診療の現状と課題 ⾎友病性関節症　医学教育会　2022年11⽉30⽇



特別講演・
招待講演 11 ⼟⾄⽥ 宏　コロナ禍で変わったCL眼合併症の傾向　第64回⽇本コンタクトレンズ学会総会、シンポジウム　広島　2022年7⽉9-10⽇

特別講演・
招待講演 12 ⼟⾄⽥ 宏　特殊コンタクトレンズ・アラカルト　第190回岡⼭県眼科医会⽣涯教育講座　岡⼭　2022年2⽉27⽇

特別講演・
招待講演 13 ⼟⾄⽥ 宏　アレルギーでも快適にCLライフ　第11回神奈川県視能訓練⼠の会、講演会　神奈川　2022年3⽉12⽇

特別講演・
招待講演 14 ⼟⾄⽥ 宏　アレルケア 初の花粉症時期を迎えて　第126回⽇本眼科学会総会、フェアウェルセミナー　⼤阪　2022年4⽉17⽇

特別講演・
招待講演 15 ⼟⾄⽥ 宏　CLに関する医学情報　静岡県眼科医会医療機器継続的研修　静岡　2022年8⽉2⽇

特別講演・
招待講演 16 ⼟⾄⽥ 宏　抗アレルギー薬含有ソフトコンタクトレンズ「アレルケア」の有効例　ジョンソンエンドジョンソンアレルケア研究会　東京　2022年8⽉28⽇

特別講演・
招待講演 17 ⼟⾄⽥ 宏　アレルギーでも快適にCLライフ　第1回⻑野県眼科医会エリアセミナー　⻑野県　2022年9⽉15⽇

特別講演・
招待講演 18 ⼟⾄⽥ 宏　CLの進化におけるアレルケア®の位置付け　第5回⽇本眼科アレルギー学会学術集会、モーニングセミナー　⿃取　2022年11⽉6⽇

特別講演・
招待講演 19 ⻑⾕川 敏男　⽪膚の細菌感染と創傷治癒、再⽣医療　第80回静岡県東部⽪膚医会講演会　沼津　2022年7⽉23⽇

特別講演・
招待講演 20 ⻑⾕川 敏男　アレルギー性⽪膚疾患〜診断と治療〜　静岡県病院薬剤師会東部⽀部例会　沼津　2022年8⽉25⽇

特別講演・
招待講演 21 ⻑⾕川 敏男　表⽪⽔疱症の新たな治療法開発を⽬指して　第14回ベンチャー創設⽀援フォーラム 再⽣医療イノベーションフォーラム　東京　2022年9⽉26⽇

特別講演・
招待講演 22 野村 慧　潰瘍性⼤腸炎に対する治療選択　伊東市医師会学術講演会　2022年9⽉28⽇

特別講演・
招待講演 23 野村 慧　潰瘍性⼤腸炎に対する治療選択　第488回御殿場市医師会学術講演会　2022年10⽉19⽇

特別講演・
招待講演 24 射場 敏明　敗⾎症重症かにおける⽩⾎球の役割と活性化⽩⾎球吸着の効果　第49回⽇本集中治療医学会　仙台　2022年3⽉19⽇

特別講演・
招待講演 25 射場 敏明　DICの病態理解: 感染症型DICをベースとして　第32回⽇本産婦⼈科・新⽣児⾎液学会学術集会　東京　2022年6⽉4⽇

特別講演・
招待講演 26 射場 敏明　微⼩循環とモニタリング　第33回⽇本臨床モニター学会総会　名古屋　2022年6⽉25⽇

区分 番号 発明者名, 発明の名称, 出願番号 国際共同

知的財産権の出
願・取得等 1 池⽥ 志斈、⻑⾕川 敏男　栄養障害型表⽪⽔疱症治療剤　特願2018-029385 特許査定2022年8⽉30⽇


